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　県町村議長会主催による議会広報委員を対象

にした研修会が自治会館で行われ、議会広報発

行の意義と編集技術として、記事の書き方やス

ペースのとり方等、各町村議会だよりのクリニ

ックを受けながらの研修に６名の全委員が参加

しました。�

�

　　「議会広報の発行の意義と�

　　　　　　　　　編集技術について」�

　　　　　講師　保坂政和  氏�

　　　　　　　　（広報評論家）　　�

◇待望の町民図書館の建設も10月のオ
ープンをめざして着々と進み、建物
本体が姿を見せています。文教のま
ち西原にふさわしい図書館の一日も
早い完成を待ちわびるのは町民共通
の願いと思います。�
◇三位一体の改革により、地方交付税
が大幅にカットされて、沖縄県内は
もとより全国の地方自治体が新年度
の予算編成に四苦八苦しています。
今後もこの状況は続くと思われ、再
度行政運営のあり方を見直す必要が
あると思います。�
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県
町
村
議
長
会
主
催
の
北
欧
に
お
け
る
高

齢
者
福
祉
及
び
環
境
先
進
国
の
歴
史
、
文
化
、

風
俗
を
は
じ
め
、
廃
棄
物
処
理
、
ご
み
処
理

の
諸
問
題
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
、

自
治
体
合
併
問
題
等
に
つ
い
て
の
視
察
研
修

に
議
長
に
代
わ
っ
て
前
里
副
議
長
が
参
加
し

ま
し
た
。
報
告
書
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。�

�  

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
研
修
　�

　�　
ロ
ン
ド
ン
の
老
人
ホ
ー
ム
で
は
常
駐
の
医
者
は

お
ら
ず
、
看
護
、
介
護
の
ス
タ
ッ
フ
の
み
で
あ
る
。

病
気
の
時
は
主
治
医
が
往
診
す
る
。
入
居
費
は
一

人
に
つ
き
週
約
十
一
万
二
千
円
か
か
る
が
、
ほ
と

ん
ど
市
町
村
が
払
う
。
自
己
負
担
能
力
の
あ
る
方

は
自
分
で
払
う
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
入
居
待
機
老
人

が
多
く
て
問
題
に
な
っ
て
い
る
。�

�  

デ
ン
マ
ー
ク
に
お
け
る
研
修
　�

　�　
ネ
ス
ド
ベ
ス
市
の
Ｉ
Ｓ
フ
ァ
サ
ン
社
を
訪
ね
た
。

同
社
は
十
三
の
地
方
公
共
団
体
で
設
立
し
た
公
社

だ
。
ご
み
処
理
に
つ
い
て
は
短
期
計
画
（
四
年
）

と
長
期
計
画
（
十
二
年
）
が
あ
る
。
全
体
の
ご
み

量
の
五
十
一
％
が
再
利
用
さ
れ
て
い
る
。
市
民
の

間
に
ご
み
は
資
源
と
の
意
識
が
強
い
。�

  

フ
ラ
ン
ス
の
メ
ル
ン
市
　�

　
　
　�

　
フ
ラ
ン
ス
で
は
市
町
村
合
併
を
推
進
し
た
が
自

治
権
が
消
滅
す
る
合
併
で
は
な
く
、
自
治
を
残
し

て
自
治
体
が
協
力
す
る
『
自
治
体
協
力
』
と
言
う

形
で
運
営
さ
れ
て

い
る
。
メ
ル
ン
市

を
中
心
と
す
る
自

治
体
協
力
体
は
十

二
の
市
町
村
で
構

成
さ
れ
、
人
口
の

少
な
い
所
は
一
四

三
人
、
多
い
所
は

三
万
八
千
人
、
全

体
で
十
五
万
人
で

あ
る
。
首
長
も
助

役
も
議
員
の
中
か

ら
選
ぶ
。�

議会だよりに対するご意見、ご要望がありましたら議会事務局へお問い合わせください。３月議会の傍聴者　延べ人数10名
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